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要 約 

2006 年に高知県高岡郡津野町においてナス黒点根腐病が発生したので，本病の発生生態に関する調査を

実施し，以下の試験結果を得た． 

１．ナス黒点根腐病菌の菌糸は 10～35℃で発育し，適温は 25～28℃であった．また，本病は 20～30℃で発

病し，20℃では発病程度が高かったが，33℃では発病しなかった． 

２．13 種類のナス台木品種に対するナス黒点根腐病菌の病原性について検討したところ，‘トナシム’，

‘トルバム・ビガー’および‘トレロ’は抵抗性であったが，‘台太郎’，‘台二郎’，‘イタリヤ赤茄

子’，‘カレヘン’，‘耐病 VF’，‘アシスト’，‘とげなしつのなす’，‘ミート’，‘茄の力’お

よび‘ナクロス’は感受性であった． 

３．ナス黒点根腐病菌はナスの他，ピーマン，シシトウおよびジャガイモに対して病原性が認められたが，

トマトに対しては認められなかった． 
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